
インターネットでも議会の様子を
ご覧いただけます

容
内
な
主

 第39号

平成28年度歳入歳出決算

委員会報告
条例、補正予算

一般質問 13人の議員が市政について質問しました

合志市議会 検 索
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gi k a i2 0 1 7

　
９
月
定
例
会
は
、８
月
22
日（
火
）か
ら
9

月
22
日（
金
）ま
で
の
32
日
間
の
会
期
で
開
き

ま
し
た
。

　
条
例
改
正
、平
成
29
年
度
補
正
予
算
、平
成

28
年
度
決
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
等
18
件
、

請
願
2
件
、議
員
提
出
議
案
3
件
を
審
査
し

ま
し
た
。ほ
か
報
告
1
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
決
結
果
は
、市
長
提
出
議
案
等
18
件
が

原
案
ど
お
り
可
決・認
定
、請
願
は
１
件
採
択・

１
件
継
続
審
査
、議
員
提
出
議
案
は
２
件
可

決・１
件
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、13
人
が
市
政
に
関
す
る
問
題

を
質
問
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
、延
べ
72
人
の
方
々
が
傍
聴

に
訪
れ
ま
し
た
。

（決算書より）

（決算書より）

※民生費は、障害者福祉、高齢者福祉、児童福祉、
　生活保護などに要する経費です。

一般会計歳出（215億6,230万円）

一般会計歳入（228億1,231万円）

県支出金　9.9％
22億5,879万円

国庫支出金
19.2％
43億6,988万円

市税　28.4％
64億7,623万円

その他自主財源
10.1％
22億9,729万円

自主財源
38.5％依存財源

61.5％

地方交付税
18.4％
42億885万円

市債　8.5％
19億4913万円

その他の依存財源
5.5％
12億5,214万円

歳入は前年度に比べて15.1％、29億9,001万円増加しています。

歳出は前年度に比べて13.3％、25億3,908万円増加しています。

衛生費　5.6％
12億1,388万円

消防費　2.8％
6億1,153万円

教育費　8.7％
18億7,245万円

公債費　7.5％　16億754万円

民生費
51.3％

110億6,112万円

農林水産業費　3.0％
6億4,045万円

商工費　0.5％
1億1,591万円

土木費　8.0％
17億3,085万円

を認定しました

平成29年第３回定例会日程

市長提出議案上程及び説明本会議火22

質疑、委員会付託本会議30

質疑、各分科会分担付託等予算決算
常任委員会31

8
一般質問本会議

水23

木24

金

水

木

分科会長報告、自由討議予算決算
常任委員会

11月

総括質疑、討論、採決14木

25

9

付託事件の審査
常任委員会・
分科会

金1

月4

火5

水6

委員会報告
（質疑、討論、表決）

議員提出議案
（上程、質疑、討論、表決）

本会議金22

主な内容会議名曜日月
　災害復旧費　1.5％　3億1,332万円

議会費　0.9％　1億9,487万円

総務費
10.2％　22億38万円

合志市議会だより
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　　　 比 較 年

度 区分 
決算額（単位：千円） 構成率　％ 1 人あたり（単位：円）

平成18年度 平成28年度 平成18年度 平成28年度 平成18年度 平成28年度
議 会 費 194,918 194,868 1.2 0.9 3,647 3,193
総 務 費 1,787,118 2,200,377 11.4 10.2 33,435 36,059
民 生 費 4,190,076 11,061,118 26.7 51.3 78,392 181,264
衛 生 費 1,142,020 1,213,881 7.3 5.6 21,366 19,893
農林水産業費 500,126 640,450 3.2 3.0 9,357 10,495
商 工 費 95,358 115,908 0.6 0.5 1,784 1,899
土 木 費 2,795,375 1,730,852 17.8 8.0 52,299 28,364
消 防 費 566,200 611,534 3.6 2.8 10,593 10,022
教 育 費 2,684,645 1,872,447 17.1 8.7 50,227 30,685
災 害 復 旧 費 21,992 313,318 0.1 1.5 411 5,135
公 債 費 1,735,091 1,607,539 11.0 7.5 32,462 26,344
合 計 15,712,919 21,562,292 100.0 100.0 293,974 353,353
市 債 残 高 15,767,556 16,888,765 294,996 276,765
基 金 残 高 3,381,843 7,962,476 63,271 130,485

一般会計歳入歳出決算
平成28年度

特別会計

一般会計歳出決算10年前との比較

19.3末住民基本台帳人口 29.3末住民基本台帳人口53,450 61,022 人人

民生費 決算に占める構成率は26.7％から51.3％と急増し、1人あたりの決算額も231.2％と
なっている。

市債残高 残高は約11億円増加しているが1人あたりの額は6.2％減少している。

基金残高 残高は約46億円増加しており1人あたりの額は106.2％増加している。

決算審査を通じ、財政の健全化を図ってきたことが読み取れるが、今後も民生費の増加が予想されること
から、更なる効果的な財政運営と自主財源の確保が必要である。
分離新設校建設を控え、基金残高を着実に繰り入れてきたことが寄与すると考えられる。

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計

72億550万円
5億1,011万円
40億4,040万円

歳入決算額
71億153万円
5億879万円

39億7691万円

歳出決算額
96.9%
102.9%
102.1%

対前年比
96.5%
102.9%
101.9%

対前年比

公営企業会計

下水道事業会計
水道事業会計
工業用水道事業会計

14億2,159万円
8億4,320万円
　5,798万円

収益的収入
16億7,714万円
5億7,989万円
　3,564万円

収益的支出
8億5,506万円
4億9,737万円
　　　　　0円

資本的収入
9億7,698万円
9億3,988万円

97万円

資本的支出

平成29年度一般会計補正予算（第3号）
補正額
総額

1億7,757万円
218億3,193万円

7,150万円
3,967万円

主なもの 福祉会館等改修工事
経営体育成支援事業

1,230万円
590万円

保育所緊急整備事業
被災消防施設整備

合志市議会だより
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条  

例  

制  

定

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
蓄
積
の

形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
条
例

議
員
提
出
議
案

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

今
回
の
一
部
改
正
は
法
律
の
名
称
が
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域

の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
関
す
る
条
例
で
あ
る
。

譲
渡
先…

…
…

一
般
社
団
法
人 
合
志
農
業
活
力
基
金

譲
渡
金
額…

…

２
２
２
万
４
０
９
５
円

合
志
市
は
熊
本
製
粉
株
式
会
社
、
自
然
電
力
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
と
連
携
し
、

太
陽
光
発
電
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
事
業
で
得
た
売
電
収
入
の
５
％
、
お

よ
び
会
社
が
得
る
出
資
配
当
金
の
一
部
も
し
く
は
全
額
を
合
志
市
の
農
業
の
活

性
化
に
資
す
る
事
業
に
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
出
資
配
当
金
に

つ
い
て
は
農
業
の
活
性
化
事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
、
ま
た
効
果
的
・
効
率
的
に
行

う
た
め
に
「
一
般
社
団
法
人
合
志
農
業
活
力
基
金
」
を
設
立
し
、
運
用
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
今
回
の
無
償
譲
渡
は
合
志
農
業
活
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
合
同
会

社
に
お
い
て
本
市
が
所
有
す
る
金
銭
債
権
（
出
資
配
当
金
）
を
、
一
般
社
団
法

人
合
志
農
業
活
力
基
金
へ
無
償
譲
渡
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
小
中
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
必
修
化
に
対
し
て

支
援
を
求
め
る
意
見
書
」の
提
出

早
期
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
指
導
の
概
要
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

円
滑
な
指
導
を
行
う
た
め
自
治
体
間
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政

措
置
を
行
う
こ
と

民
間
の
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
た
り
小
規
模
な
自
治
体
な
ど
に
お
い
て
適
正

な
人
員
配
置
が
困
難
な
場
合
な
ど
、
広
域
で
の
対
応
を
認
め
る
な
ど
弾
力
的
な

人
材
配
置
を
認
め
る
こ
と
。

提
出
者…

…

松
井
美
津
子
議
員
ほ
か
11
名

可
決
可
決

可
決
可
決

可
決
可
決

可
決
可
決

「
教
職
員
定
数
の
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２

分
の
１
復
元
を
は
か
る
た
め
の
、２
０
１
８
年
度
予
算
に
係

わ
る
意
見
書
」の
提
出

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
の
推
進
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

の
復
元
を
は
か
る
た
め
の
２
０
１
８
年
度
政
府
予
算
編
成
を
国
に
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

提
出
者…

…

後
藤
修
一
議
員
ほ
か
５
名

「
森
友
学
園
疑
惑
、加
計
学
園
疑
惑
の
真
相
究
明
を
求
め

る
意
見
書
」の
提
出（
継
続
審
査
）

継
続
審
査
中
に
国
会
招
致
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
地
方
議
会
が
国
会
の

国
対
協
議
に
意
見
す
る
の
は
地
方
自
治
法
第
99
条
の
主
旨
に
な
じ
ま
な
い
。

国
有
地
売
却
を
め
ぐ
る
説
明
に
国
民
は
納
得
し
て
い
な
い
。
疑
惑
が
広
が
り
政
治

不
信
が
高
ま
っ
て
い
る
。
住
民
の
意
見
を
国
に
届
け
る
の
は
議
員
の
責
務
だ
と
考

え
る
。

否
決
否
決

反
対
討
論

賛
成
討
論

●●●
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賛  否  一  覧  表

平成29年第3回定例会審議結果（8月22日～9月22日）

※議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　　可＝可決　　　認＝認定　　可認＝可決及び認定　　採択＝採　　否＝否決
※ 採決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　○＝賛成　　●＝反対　　長＝議長 （議長は、議決には加わりません。可否同数となったときは裁決権を行使します。）                   

議 員 名　

　議 案 等 の 名 称

議
席

番
号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

賛

　
　
成

反

　
　
対

議
決
結
果

澤
田

　
雄
二

野
口

　
正
一

齋
藤

　
正
昭

青
山

　
隆
幸

大
住

　
清
昭

西
嶌

　
隆
博

松
本

　
龍
一

後
藤

　
修
一

濱
元
幸
一
郎

上
田

　
欣
也

青
木

　
照
美

坂
本

　
早
苗

濱
口

　
正
曉

神
田

　
公
司

来
海

　
恵
子

松
井
美
津
子

池
永

　
幸
生

坂
本

　
武
人

吉
永

　
健
司

市
長
提
出
議
案

条
例

議34

企業立地の促進等による地
域における産業集積の形成
及び活性化に関する法律の
一部改正に伴う関係条例の
整理に関する条例

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 17 １

議35
合志市生坪・立割老人
憩の家条例の一部を改
正する条例

可 全会一致 長 18 ０

予
算

議36 平成29年度合志市一般会計
補正予算（第３号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 ２

議37
平成29年度合志市国民健康
保険特別会計補正予算（第
１号）

可 全会一致 長 18 ０

議38 平成29年度合志市介護保険
特別会計補正予算（第１号） 可 〃 長 18 ０

議39
平成29年度合志市後期高
齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

可 〃 長 18 ０

議40 平成29年度合志市下水道事
業会計補正予算（第１号） 可 〃 長 18 ０

議41 平成29年度合志市水道事業
会計補正予算（第１号） 可 〃 長 18 ０

議42 平成29年度合志市工業用水道
事業会計補正予算（第１号） 可 〃 長 18 ０

認
定

認１ 平成28年度合志市一般会計
歳入歳出決算 認 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 15 ３

認２ 平成28年度合志市国民健康
保険特別会計歳入歳出決算 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 ２

認３ 平成28年度合志市介護保険
特別会計歳入歳出決算 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 ２

認４ 平成28年度合志市後期高齢
者医療特別会計歳入歳出決算 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 長 16 ２

認５ 平成28年度合志市下水道事
業会計決算 認 全会一致 長 18 ０

認６ 平成28年度合志市水道事業
会計利益の処分及び決算 可認 〃 長 18 ０

認７
平成28年度合志市工業用水
道事業会計利益の処分及び
決算

可認 〃 長 18 ０

他

議33
熊本県市町村総合事務組合
の共同処理する事務の変更
及び規約の一部変更

可 〃 長 18 ０

議43 財産の無償譲渡 可 〃 長 18 ０

報告９
平成28年度決算に基づく健
全化判断比率及び資金不足
比率の報告

報告終了

陳
情
・
請
願

請
願

請１ 熊本地震被害者の住宅再建
に関する請願書 継続審査

請３

教職員定数改善と義務教育
費国庫負担制度２分の１復
元をはかるための、2018年
度政府予算に係る意見書採
択の要請

採 全会一致 長 18 ０

議
員
提
出
議
案

意
見
書

議提６
「森友学園疑惑、加計学園
疑惑の真相究明を求める意
見書」の提出

否 ● ● ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ● ○ ● ● ● ● 長 ６ 12

議提７
「小中学校におけるプログ
ラミング必修化に対して支
援を求める意見書」の提出

可 全会一致 長 18 ０

議提８

「教職員定数改善と義務教
育費国庫負担制度２分の１
復元をはかるための、2018
年度予算に係わる意見書」
の提出

可 〃 長 18 ０
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常任委員会審査報告 S t a n d i n g  c o m m i t t e e

委員長
委　員
委　員

副委員長
委　員
委　員

松井美津子　　
池永　幸生　　
坂本　武人

神田　公司
齋藤　正昭
野口　正一

問
　
こ
の
条
例
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
。

答
　
観
光
文
化
等
新
た
な
産
業
の
取
り

込
み
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

問
　
昨
年
と
比
べ
て
本
市
の
配
当
額
は

伸
び
て
い
る
か
。

答
　
数
年
横
ば
い
の
状
況
で
あ
る
。

（
財
政
課
）

問
　
庁
舎
窓
口
改
修
事
業
に
係
る
債
務

負
担
行
為
補
正
に
つ
い
て
。

答
　
2
カ
年
の
負
担
行
為
と
な
っ
て
い

る
が
今
年
度
の
予
算
計
上
は
な
い
。

（
総
務
課
）

問
　
行
政
不
服
審
査
請
求
件
数
は
。

答
　
審
査
請
求
は
出
て
い
な
い
。

（
交
通
防
災
課
）

問
　
熊
本
北
合
志
警
察
署
へ
の
管
轄
移

管
に
つ
い
て
。

答

　新
防
犯
協
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、

８
名
で
あ
る
。

（
市
民
課
）

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
へ
の
旧

姓
併
記
の
希
望
の
見
込
み
に
つ
い
て
。

答
　
希
望
の
見
込
み
は
わ
か
ら
な
い
。

（
政
策
課
）

問
　
福
祉
会
館
改
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
工
事
は
11
月
に
契
約
締
結
。２
月

く
ら
い
ま
で
に
は
終
わ
り
た
い
。

（
商
工
振
興
課
）

問
　
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
事

業
の
50
万
円
の
施
設
整
備
委
託
費
の
調

査
、検
討
に
つ
い
て
。

答
　
年
内
に
調
査
を
実
施
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
。

（
企
画
課
）

問
　
地
域
公
共
交
通
計
画
の
考
え
方
は
。

答
　
面
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
目
指
す
。

　（
財
政
課
）

問
　
経
常
収
支
比
率
96
・
１
％
の
分
析

に
つ
い
て
。

答
　
歳
入
の
増
加
が
１
億
５
４
４
０
万

３
千
円
。歳
出
が
７
億
３
７
３
７
万
３

千
円
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

（
総
務
課
）

問
　
消
費
生
活
相
談
件
数
の
推
移
に
つ

い
て
。

答
　
平
成
22
年
度
は
新
規
の
み
で
１

7
1
件
。23
年
度
と
28
年
度
に
つ
い
て

は
新
規
と
継
続
の
合
計
数
で
い
く
と
23

年
度
３
７
３
件
、
28
年
度
６
５
８
件
で

あ
る
。

（
交
通
防
災
課
）

問
　
防
災
無
線
整
備
更
新
事
業
の
課
題

に
つ
い
て
。

答
　
28
年
度
に
つ
い
て
は
、新
開
区
、陽

光
台
区
に
拡
声
子
局
整
備
し
た
。

（
環
境
衛
生
課
）

問
　
災
害
救
助
事
業
、
地
震
被
害
家
屋

等
解
体
業
務
委
託
の
繰
越
分
も
国
庫
補

助
の
対
象
に
な
る
の
か
。

答
　
繰
越
分
も
国
庫
補
助
の
対
象
に
な

る
。

（
税
務
課
）

問
　
固
定
資
産
税
の
収
納
額
の
減
少
の

要
因
は
何
か
。

答
　
熊
本
地
震
に
よ
る
減
免
が
主
な
要

因
で
あ
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
対
策
室
）

問
　
御
代
志
地
区
の
事
業
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
。

答
　
区
画
整
理
事
業
か
ら
市
街
化
編
入

に
よ
る
区
域
区
分
の
変
更
へ
と
方
針
転

換
し
た
が
、
工
程
と
し
て
は
当
初
の
計

画
ど
お
り
に
進
め
る
。

（
企
画
課
）

問
　
情
報
企
画
費（
繰
越
明
許
）の
執
行

率
が
低
い
の
は
。

答
　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
強
靭
化
対
策

に
向
け
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に

関
す
る
補
助
経
費
が
明
確
に
な
っ
た
。

（
会
計
課
）

問
　
市
債
利
子
管
理
事
務
28
年
度
20
億

円
借
り
入
れ
の
理
由
は
。

答
　
想
定
外
の
熊
本
地
震
発
災
に
よ
り
、

関
連
す
る
費
用
が
発
生
し
た
た
め
借
り

入
れ
を
行
っ
た
。

（
監
査
委
員
事
務
局
）

問
　
代
表
監
査
委
員
の
待
遇
に
関
し
て

報
酬
も
含
め
て
検
討
の
必
要
性
は
。

答
　
執
行
部
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

建設中の熊本北合志警察署（熊本市北区飛田）

財
産
の
無
償
譲
渡

【
常
任
委
員
会
】

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域

に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び

活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定

【
分
科
会
】

平
成
29
年
度
合
志
市
一
般
会
計
補
正

予
算

平
成
28
年
度
合
志
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算

総 務 常 任 委 員 会
予算決算常任委員会総務分科会
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生坪老人憩いの家

中央運動公園樹木伐採予定地

【
常
任
委
員
会
】

合
志
市
生
坪
・
立
割
老
人
憩
の
家

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
分
科
会
】

平
成
29
年
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算

文教経済常任委員会
予算決算常任委員会文教経済分科会

委員長
委　員
委　員

副委員長
委　員
委　員

後藤　修一
坂本　早苗
松本　龍一

上田　欣也
青木　照美
澤田　雄二

平
成
28
年
度
合
志
市
下
水
道
事
業

会
計
決
算

平
成
28
年
度
合
志
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算

問
　
当
該
施
設
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
　
同
区
の
高
齢
化
が
進
み
老
人
会
等

の
利
用
者
も
減
少
し
た
。
ま
た
、
当
該

施
設
の
耐
用
年
数
が
過
ぎ
、
熊
本
地
震

に
よ
り
壁
に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
改
修
や
建
て
替
え
で
は
な
く
解

体
撤
去
の
結
論
に
至
っ
た
。

問
　
営
業
外
収
益
の
雑
収
益
に
関
し
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

答
　
み
ず
き
台
の
開
発
時
に
配
水
池
施

設
の
建
設
予
定
用
地
を
譲
り
受
け
た
も

の
で
、
当
該
用
地
を
駐
車
場
と
し
て
貸

し
付
け
て
収
益
を
得
て
い
る
。
面
積
は

５
８
６
㎡
で
あ
る
。

（
生
涯
学
習
課
）

問
　
文
化
財
保
護
費
の
白
百
合
保
育
園

建
設
工
事
船
入
遺
跡
調
査
事
業
に
つ
い

て
、
調
査
報
告
書
の
費
用
負
担
は
。

答
　
発
掘
調
査
は
平
成
28
年
度
で
終
了

し
、
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
調
査

報
告
書
を
作
成
す
る
が
、
そ
の
費
用
は

地
権
者
で
あ
る
白
百
合
保
育
園
が
負
担

し
、
歳
入
の
発
掘
調
査
費
用
負
担
金
の

５
８
０
万
円
に
含
ま
れ
る
。

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

問
　
上
生
、
城
以
外
に
も
集
落
営
農
組

合
を
設
立
す
る
働
き
か
け
を
し
て
い
く

計
画
が
あ
る
か
。

答
　
計
画
は
な
い
が
、
昨
年
豊
岡
と
合

生
で
２
回
説
明
会
を
行
っ
た
。
ま
た
、

今
後
要
望
等
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
く
。

（
農
政
課
）

問
　
た
け
の
こ
・
竹
材
生
産
支
援
事
業

に
つ
い
て
詳
細
な
事
業
内
容
を
聞
き
た
い
。

答
　
竹
を
間
伐
し
、
た
け
の
こ
の
生
産

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
間
伐
し
た

竹
を
有
効
活
用
す
る
事
業
で
あ
る
。

（
都
市
計
画
課
）

問
　
都
市
公
園
総
括
型
管
理
事
業
の
工

事
請
負
費
の
増
額
に
つ
い
て
、
専
決
処

分
を
行
っ
た
倒
木
に
よ
る
車
両
破
損
に

係
る
増
額
か
。

答
　
詳
細
に
点
検
し
た
結
果
、
危
険
性
が

あ
る
別
の
立
木
伐
採
を
行
う
補
正
で
あ
る
。

（
学
校
教
育
課
）

問
　
日
本
語
指
導
員
の
派
遣
委
託
で
、

対
象
と
な
る
児
童
は
ど
の
く
ら
い
い

る
の
か
。
ど
の
国
か
ら
が
多
い
の
か
。

答
　
12
名
程
度
。
主
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
国

籍
や
中
国
国
籍
が
多
い
。
そ
う
し
た

児
童
が
増
え
て
い
る
の
で
、
県
費
職

員
の
加
配
を
毎
年
要
望
し
て
い
る
。

（
人
権
啓
発
教
育
課
）

問
　
ハ
ン
セ
ン
病
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
1
0
0

枚
の
備
品
購
入
費
に
は
、
映
画
の
制
作

費
も
入
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
こ
れ
は
す
で
に
上
映
さ
れ
た
「
新

あ
つ
い
壁
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
の
で
、
映
画

の
制
作
費
で
は
な
く
、
著
作
権
等
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
み
の
購
入
費
で
あ
る
。

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

問
　
最
適
化
推
進
委
員
の
具
体
的
な
活

動
を
聞
き
た
い
。

答
　
基
本
的
に
は
現
場
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、
農
地
を
集
積
し
て
地
域
の

農
地
は
地
域
で
守
る
と
い
う
や
り
方
が

主
流
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
地

域
の
農
地
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
に
推

進
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
毎
月
の

農
業
委
員
会
総
会
に
も
出
席
依
頼
を
し

て
い
る
。

（
農
政
課
）

問
　
市
内
の
中
学
校
に
給
食
用
牛
乳
の

補
助
金
を
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、
数
ヵ

月
で
は
な
く
年
間
を
通
し
て
や
っ
て
欲

し
い
と
の
保
護
者
か
ら
の
意
見
は
あ
る

か
。

答
　
６
月
〜
９
月
の
暑
い
時
期
に
、
一

人
当
た
り
、
2
0
0
㏄
で
あ
る
牛
乳
を

50
㏄
増
量
し
、
健
康
増
進
を
図
り
た
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
よ
り
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
も
ら
お

う
と
考
え
て
い
る
。
１
年
間
牛
乳
を
増

量
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
栄
養
士
と

も
相
談
し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

（
建
設
課
）

問
　
未
登
記
案
件
は
ど
の
程
度
残
っ
て

い
る
の
か
。

答
　
1
9
2
筆
残
っ
て
い
る
中
で
、
今

年
度
41
筆
に
つ
い
て
対
応
を
行
い
、
平

成
30
年
度
以
降
は
1
5
1
筆
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
対
応
を
行
う
。

合志市議会だより
7 47



常任委員会審査報告S t a n d i n g  c o m m i t t e e

【
常
任
委
員
会
】

平
成
29
年
度
合
志
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
分
科
会
】

平
成
29
年
度
度
合
志
市
一
般
会
計

補
正
予
算

平
成
28
年
度
合
志
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

委員長
委　員
委　員

副委員長
委　員
委　員

西嶌　隆博
濱口　正曉
大住　清昭

来海　恵子
濱元幸一郎
青山　隆幸

平
成
28
年
度
合
志
市
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

平
成
28
年
度
合
志
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

問
　
合
志
市
の
非
常
勤
専
門
職
の
賃
金

は
安
い
た
め
、
募
集
し
て
も
人
が
来
な

い
の
で
は
な
い
か
。
必
要
な
人
員
に
は

賃
金
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
　
近
隣
の
状
況
を
確
認
し
、
格
差
が

あ
れ
ば
人
事
部
局
と
も
協
議
し
て
い
き
た

い
。

【
反
対
討
論
】
法
定
外
繰
り
入
れ
を
行

い
、
積
み
立
て
ら
れ
た
４
億
１
千
万
円

の
基
金
を
活
用
し
、
保
険
税
の
引
き
下

げ
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
た

め
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】
国
保
財
政
が
厳
し
い
時

に
使
う
基
金
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
賛

成
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】
国
庫
負
担
の
割
合
を
増

や
し
て
安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
制
度
設
計
を
進
め
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
の
で
反
対
で
あ
る
。

【
賛
成
討
論
】
保
険
料
は
、
所
得
に
応

じ
て
11
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
低
所

得
者
の
方
へ
の
軽
減
も
あ
る
。
ま
た
、

本
市
は
要
支
援
の
方
に
も
独
自
の
施
策

も
し
っ
か
り
と
や
っ
て
き
て
い
る
の
で

賛
成
で
あ
る
。

問
　
後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
証
明
書

の
発
行
件
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答
　
熊
本
県
内
で
は
資
格
証
明
書
は
発

行
し
て
い
な
い
。
短
期
保
険
証
を
20
人

程
度
発
行
し
て
い
る
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問
　
西
合
志
東
小
第
５
・
第
６
学
童
ク

ラ
ブ
室
整
備
に
伴
い
、
子
ど
も
達
へ
の

安
全
性
の
確
保
は
。

答
　
子
ど
も
達
の
安
心
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
関
係
す
る
機
関
と
協
議
を
行

い
、
学
校
敷
地
と
一
体
と
な
る
よ
う
道

路
の
付
け
替
え
を
行
う
な
ど
、
安
全
性

に
配
慮
し
た
建
築
・
運
営
を
行
う
。

（
高
齢
者
支
援
課
）

問
　
み
ど
り
館
の
太
陽
光
設
備
の
修
繕

が
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、
月
に
ど
れ
く

ら
い
の
発
電
が
あ
り
投
資
額
は
ど
れ
く

ら
い
で
回
収
で
き
る
の
か
。

答
　
月
額
で
３
万
円
程
度
の
発
電
料
な

の
で
、
年
間
約
30
万
円
程
度
と
す
る
と
、

６
〜
７
年
で
投
資
額
は
回
収
で
き
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

（
福
祉
課
関
係
）

問
　
稼
動
年
齢
層
や
若
い
世
代
の
生
活

保
護
受
給
世
帯
が
増
加
傾
向
で
あ
る
が
、

保
護
費
を
受
給
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由

は
。

答
　
１
番
若
い
世
帯
で
保
護
を
受
け
て

い
る
世
帯
は
18
歳
の
単
身
世
帯
で
あ
る
。

稼
動
年
齢
層
が
生
活
保
護
費
を
受
給
せ

ざ
る
を
得
な
い
理
由
と
し
て
は
傷
病
等

に
よ
り
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
ま
た

解
雇
さ
れ
た
等
の
理
由
で
保
護
申
請
に

至
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

（
女
性
・
子
ど
も
支
援
室
関
係
）

問
　
女
性
の
再
就
職
・
復
職
を
後
押
し

す
る
支
援
と
し
て
、
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
催
し
、
６
人
が
受
講
さ
れ
た

と
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
実
際
何

人
の
方
が
就
労
に
つ
な
が
っ
た
の
か
。

答
　
６
人
中
５
人
の
方
が
就
労
に
つ
な

が
っ
た
。

（
子
育
て
支
援
課
）

問
　
就
学
前
の
待
機
児
童
解
消
の
た
め

の
今
後
の
対
応
は
。

答
　
本
年
度
は
、
新
築
移
転
に
伴
う
30

人
の
定
員
増
で
１
園
整
備
中
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
認
可
保
育
園
連
盟
に
老
朽

化
の
建
て
替
え
に
伴
う
定
員
増
や
第
２

園
の
建
築
を
打
診
し
て
い
る
。
ま
た
、

企
業
主
導
型
保
育
事
業
に
着
手
し
た
い

と
の
相
談
も
あ
り
、
地
域
枠
も
設
け
ら

れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
待
機
児
童
の
解

消
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

（
高
齢
者
支
援
課
）

問
　
後
期
高
齢
者
の
健
診
受
診
率
は
ど

の
く
ら
い
な
の
か
。

答
　
平
成
28
年
度
の
受
診
者
は
健
康
診

査
が
9
5
5
人
、
人
間
ド
ッ
ク
は

1
0
2
人
で
対
象
者
が
5
，
8
6
0
人

の
た
め
、
全
体
の
18
％
に
な
る
。

西合志東小第5・第6学童クラブ建設予定地

スリースマイル秋桜（榎ノ本）

健康福祉常任委員会
予算決算常任委員会健康福祉分科会

平
成
28
年
度
合
志
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
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常任委員会審査報告 S t a n d i n g  c o m m i t t e e

【
審
議
日
程
】

【
総
括
質
疑
】

実
質
収
支
（
不
用
額
）
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て

予算決算常任委員会報告 委員長
委員構成

副委員長坂本　武人
議長を除く全議員

池永　幸生

市
バ
ス
の
維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て

生
涯
学
習
講
座
開
催
事
業
に
つ
い
て

養
生
園
施
設
整
備
負
担
金
事
業
に

つ
い
て

●
平
成
29
年
８
月
31
日
（
木
）
　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）

質
疑
及
び
分
科
会
（
総
務
分
科
会
、
文

教
経
済
分
科
会
、
健
康
福
祉
分
科
会
）

を
設
置
し
付
託
事
件
の
審
査
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

●
平
成
29
年
９
月
１
日
（
金
）
か
ら
９

月
６
日
（
水
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
各
分
科
会
）
３
分
科
会
に
よ
る
審
査

を
行
っ
た
。

●
平
成
29
年
９
月
11
日
（
月
）
予
算
決

算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）
分
科
会
長

報
告
、
自
由
討
議
に
よ
り
分
科
会
長
報

告
に
対
す
る
質
疑
及
び
総
括
質
疑
事
項

の
選
定
を
行
っ
た
。

●
平
成
29
年
９
月
14
日
（
木
）
予
算
決

算
常
任
委
員
会
（
全
体
会
）

総
括
質
疑
・
討
論
・
表
決

※
な
お
今
委
員
会
に
お
い
て
は
、
初
め

て
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
対
象
に
決
算

審
議
し
、
具
体
的
な
事
務
事
業
に
つ
い

て
総
括
質
疑
を
行
っ
た
。

問
　
①
不
用
額
増
加
の
要
因
分
析
及
び

予
算
の
適
正
執
行
の
認
識

②
低
執
行
率
事
業
の
決
算
時
に
お
け
る

議
会
へ
の
説
明
に
係
る
、
一
律
基
準
の

必
要
性
の
確
認

③
実
質
収
支
額
繰
り
入
れ
に
お
け
る
、

基
金
の
特
定
目
的
化
の
有
効
性
及
び
健

全
性
の
有
無
の
確
認

答
　
不
用
額
の
割
合
が
上
昇
し
た
要
因

に
つ
い
て
は
、
福
祉
分
野
の
保
育
事
業

等
の
通
常
事
業
の
他
、
熊
本
地
震
に
よ

る
給
付
・
補
助
事
業
が
増
加
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
特
有
な
事
情
で
減
額
判
断
が

困
難
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
予
算

計
上
・
執
行
の
適
正
を
求
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
議
会
審
査
に
際
し
て
は
、

執
行
率
に
基
準
を
設
け
、
一
律
説
明
を

行
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
実
質

収
支
額
の
う
ち
規
定
に
よ
る
基
金
へ
の

繰
入
に
関
し
て
は
、
公
共
施
設
総
合
管

理
計
画
を
も
と
に
各
施
設
へ
の
充
当
が

必
要
な
た
め
、
目
的
基
金
（
公
共
施
設

整
備
基
金
等
）
へ
の
積
立
も
有
効
だ
と

認
識
し
て
い
る
の
で
検
討
し
た
い
。

問
　
①
当
該
事
業
の
28
年
度
実
績
、
近

年
傾
向
及
び
行
政
評
価
に
お
い
て
、
低

貢
献
度
に
留
ま
る
要
因
の
確
認

②
前
述
の
①
及
び
バ
ス
の
更
新
等
の
要

素
も
踏
ま
え
、
本
事
業
の
検
証
・
総
括

並
び
に
見
直
し
の
必
要
性
の
認
識
の
有

無答
　
市
バ
ス
の
維
持
管
理
事
業
に
つ
い

て
、
貢
献
度
評
価
が
28
年
度
低
か
っ
た

要
因
は
、
熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
る
も

の
だ
と
考
え
る
が
、
近
年
傾
向
と
し
て

も
少
し
ず
つ
利
用
減
少
の
状
況
に
あ
る
。

今
後
に
関
し
て
は
、
２
台
の
バ
ス
の
使

用
が
可
能
な
限
り
存
続
を
す
る
一
方
、

利
用
減
少
や
バ
ス
の
更
新
に
鑑
み
、
方

向
性
を
決
め
て
い
く
時
期
に
も
来
て
い

る
。
事
業
縮
小
を
検
討
す
る
場
合
は
、

利
用
者
へ
の
説
明
及
び
理
解
を
得
て
い

く
作
業
が
必
要
と
考
え
る
。

問
　
①
貢
献
度
評
価
に
お
い
て
成
果
実

績
の
低
下
要
因
及
び
近
年
傾
向
の
確
認

②
熊
本
地
震
か
ら
の
施
設
復
旧
に
際
し
、

他
所
管
の
類
似
事
業
と
の
合
理
化
の
有

効
性
及
び
必
要
性
の
有
無
の
確
認

答
　
本
事
業
の
成
果
実
績
低
下
の
要
因

は
、
熊
本
地
震
発
災
に
よ
り
、
28
年
度

後
期
の
み
の
開
催
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
が
、
そ
れ
以
前
の
傾
向
と
し
て
は
、

利
用
は
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今

後
は
、
他
部
署
所
管
の
講
座
の
中
で

「
対
象
」
「
意
図
」
な
ど
生
涯
学
習
講

座
開
催
の
目
的
と
合
致
す
る
講
座
が
あ

れ
ば
、
統
合
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
が
有
効
な
場
合
、
類
似
す
る
事
業
の

合
理
化
も
必
要
と
考
え
る
。

　問
　
①
行
政
評
価
に
お
い
て
低
貢
献
度

に
留
ま
る
要
因
及
び
近
年
傾
向
の
確
認

②
28
年
度
の
養
生
園
利
用
実
績
（
合
志

市
）
と
近
年
傾
向
の
確
認

③
今
後
の
利
用
促
進
に
向
け
た
対
応
策

の
有
無
の
確
認

④
負
担
金
割
合
の
傾
向
予
測
及
び
算
出

基
準
の
妥
当
性
の
認
識

答
　
養
生
園
の
28
年
度
利
用
実
績
は
、

外
来
受
診
で
述
べ
４
9
2
0
人
、
う
ち

合
志
市
民
は
1
9
4
人
、
特
定
健
診
等
、

一
般
診
療
以
外
の
総
数
は
2
万

8
5
9
6
人
で
、
う
ち
合
志
市
民
は

7
3
6
2
人
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
傾

向
と
し
て
は
、
外
来
・
健
診
受
診
共
に

受
診
者
総
数
は
伸
び
て
い
る
が
、
合
志

市
民
の
受
診
者
数
は
横
ば
い
の
状
況
で

あ
る
。

　
利
用
促
進
策
と
し
て
、
健
診
未
受
診

者
対
策
等
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
に
加
え
、

病
院
受
診
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
方
へ

組
合
と
の
連
携
に
よ
る
訪
問
指
導
を
行

い
外
来
受
診
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。

　
ま
た
、
負
担
金
割
合
に
つ
い
て
は
、

現
在
「
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
規
約
」

に
基
づ
き
平
均
割
25
％
、
人
口
割
75
％

の
算
出
基
準
で
菊
池
市
と
分
担
し
て
い

る
。
今
後
の
予
測
と
し
て
、
菊
池
市
の

人
口
減
、
合
志
市
の
人
口
増
に
よ
り
本

市
の
負
担
割
合
は
一
層
増
加
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
構

成
市
の
合
意
の
下
、
「
菊
池
養
生
園
保

健
組
合
規
約
」
に
基
づ
く
支
出
に
つ
い

て
算
出
基
準
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

合志市議会だより
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G q u e s t i o n 一 般 質 問e n e r a l

将
来
の
子
ど
も
た
ち
に

誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

池
永

　幸
生 

議
員

小
中
一
貫
教
育

　

　
　
　に
つ
い
て
!

濱
口

　正
曉 

議
員

試行中の西合志中学校

増築工事中の合志庁舎

池
永
　
荒
木
市
長
は
、
２
代
目
市
長
と
し

て
間
も
な
く
２
期
８
年
を
満
了
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
市
政
の
経
過
お

よ
び
成
果
と
課
題
は
。

市
長
　
「
健
康
都
市
こ
う
し
」
を
将
来
都

市
像
と
し
、
「
市
民
の
健
康
」
「
財
政
の

健
康
」
を
進
め
た
。
市
民
が
健
康
で
豊
か

な
生
活
を
送
る
健
康
寿
命
の
延
伸
や
、
健

康
格
差
の
縮
小
の
実
現
を
目
指
し
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
楽
し
く
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
各
種
事
業
の
実
施
、
学
校
の
全

ク
ラ
ス
へ
の
冷
暖
房
機
器
の
設
置
や
、
中

学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
子

ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
ま
た
、
稼
げ
る
市
に
向
け
た
施

策
へ
の
取
り
組
み
や
、
将
来
の
合
志
市
を

見
据
え
た
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
元
気
な
市
と
の

評
価
も
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
熊
本
地
震
か
ら
の

復
興
と
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
が
課

題
で
あ
る
。

池
永
　
３
期
目
を
目
指
し
、
次
期
市
長
選

挙
に
出
馬
す
る
の
か
。

市
長

　人
口
増
加
に
伴
う
社
会
保
障
関
係

費
や
、
子
育
て
支
援
に
係
る
費
用
の
急
激

な
伸
び
、
ま
た
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

更
新
費
用
や
維
持
管
理
費
用
の
確
保
な
ど
、

厳
し
い
財
政
状
況
は
今
後
も
続
く
と
予
想

さ
れ
る
。
伸
び
ゆ
く
合
志
市
を
さ
ら
に
伸

ば
す
べ
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

強
い
意
思
と
行
動
力
を
持
ち
な
が
ら
精
力

的
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
、
次
世
代
の
子
ど
も

達
に
胸
を
張
っ
て
引
き
継
ぐ
こ
と
の
で
き

る
「
健
康
都
市
こ
う
し
」
を
目
指
し
、
３

期
目
の
市
長
選
挙
に
出
馬
す
る
こ
と
を
決

意
し
た
。

池
永
　
こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
間
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に

誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た

め
、
新
し
い

ア
イ
デ
ア
と

実
行
力
、
行

動
力
を
活
か

し
、
次
期
３

期
目
も
取
り

組
ん
で
も
ら

い
た
い
。

濱
口
　
小
中
学
校
一
貫
教
育
が
平
成
31
年

度
よ
り
全
市
で
全
面
実
施
が
計
画
さ
れ
、

現
在
西
合
志
中
校
区
で
試
行
中
だ
が
、
見

え
て
き
た
課
題
は
。

教
育
審
議
員

　①
先
生
方
の
一
貫
教
育
に

つ
い
て
の
会
議
、
研
修
の
時
間
確
保
②
学

校
運
営
の
組
織
再
編
成
③
目
指
す
べ
き
生

徒
像
の
一
本
化
④
小
中
連
続
し
た
教
育
環

境
づ
く
り
等
の
課
題
が
洗
い
出
さ
れ
た
。

濱
口

　一
貫
教
育
の
見
え
て
き
た
成
果
は
。

教
育
審
議
員
　
①
や
る
気
と
見
通
し
を
も

っ
て
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
②

小
学
校
と
中
学
校
の
授
業
が
つ
な
が
り
あ

う
交
流
が
出
て
き
て
い
る
。
③
小
中
そ
れ

ぞ
れ
の
児
童
生
徒
の
学
力
が
非
常
に
向
上

し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。

濱
口

　先
生
方
の
意
識
の
ず
れ
や
温
度
差

に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

教
育
審
議
員
　
中
学
進
学
に
不
安
を
覚
え

る
と
い
う
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
緩
和
が

図
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
先

生
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

濱
口

　地
域
社
会
を
造
っ
て
い
る
力
が
衰

え
つ
つ
あ
る
こ
と
が
現
在
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
一
貫
教
育
で
、
保
護
者
や

地
域
住
民
が
学
校
運
営
に
参
加
す
る
『
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
』
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

教
育
審
議
員
　
「
元
気
・
活
力
・
創
造
の

ま
ち
」
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、

教
育
の
健
康
に

お
い
て
、
小
中

一
貫
教
育
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
が
両

輪
と
な
っ
た
教

育
を
進
め
て
い

く
よ
う
に
努
力

し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
る
。

濱
口

　夏
休
み
中
の
自
転
車
の
乗
り
方
に

一
部
不
安
全
行
為
が
見
ら
れ
た
が
、
学
校

に
お
け
る
指
導
は
。

教
育
長
　
自
転
車
に
限
ら
ず
、
登
下
校
指

導
を
含
め
て
、
学
校
が
責
任
を
も
っ
て
交

通
安
全
教
育
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

 　

子
ど
も
達
の
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

合志市議会だより
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音
声
訳
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

安
全
・
安
心
の
介
護
保
険

制
度
に
つ
い
て

濱
元
幸
一
郎 

議
員

濱
元

　今
回
の
介
護
保
険
法
一
部
改
正
の

内
容
は
。

高
齢
者
支
援
課
長

　改
正
の
主
な
も
の
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
負
担
割
合
２
割

の
被
保
険
者
の
う
ち
、
現
役
並
所
得
者
の

負
担
割
合
が
３
割
へ
と
改
正
さ
れ
る
ほ
か
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
３
万
７
２
０
０

円
か
ら
４
万
４
４
０
０
円
に
変
更
と
な
る
。

濱
元

　一
昨
年
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
が
２
割
負
担
に
な
っ
た
影
響
は
。
利

用
料
負
担
の
増
加
で
、
利
用
を
控
え
た
ケ

ー
ス
は
何
件
あ
っ
た
か
見
解
を
求
め
る
。

高
齢
者
支
援
課
長

　平
成
29
年
６
月
で
２

割
負
担
者
は
１
７
２
人
。
２
割
負
担
導
入

前
と
介
護
度
が
同
じ
人
、
介
護
度
が
上
が

っ
た
人
の
う
ち
サ
ー
ビ
ス
利
用
額
が
減
少

し
た
人
は
30
人
と
な
っ
て
い
る
。
導
入
時

は
２
割
負
担
が
何
ら
か
影
響
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
が
、
２
年
後
に

は
あ
ま
り
影
響
は
出
て
い
な
い
と
考
え
て

い
る
。

濱
元

　２
割
負
担
の
導
入
世
帯
に
激
痛
を

与
え
て
い
る
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
３
割

の
自
己
負
担
と
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。

国
に
対
し
て
改
善
を
求
め
て
ほ
し
い
。

濱
元

　年
金
削
減
や
様
々
な
負
担
の
な
か

で
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
は
大
変

だ
。
来
年
度
か
ら
の
保
険
料
の
引
き
上
げ

は
お
こ
な
う
べ
き
で
は
な
い
。
一
般
会
計

か
ら
の
補
填
等
、
様
々
な
努
力
を
お
こ
な

っ
て
現
在
の
保
険
料
を
維
持
す
べ
き
だ
。

高
齢
者
支
援
課
長
　
今
の
介
護
保
険
の
運

営
状
況
を
考
え
る
と
、
保
険
料
に
つ
い
て

は
現
実
的
に
現
状
維
持
は
非
常
に
難
し
い
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
介
護
保
険

上
、
禁
止
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て
は
十
分
な

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　

 　

音声訳中の『こだま』のみなさん

誰
も
が
見
や
す
い

　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
！

来
海

　恵
子 

議
員

来
海

　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
て

11
年
、
情
報
を
多
数
の
市
民
に
届
け
る
た

め
に
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
で
見
や
す
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
改
善
し
て
ほ
し
い
。

企
画
課
長
　
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
開

設
以
来
、
本
体
の
心
臓
部
で
あ
る
Ｃ
Ｍ
Ｓ

機
能
の
更
新
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
指

摘
の
と
お
り
最
適
な
環
境
と
は
言
え
な
い
。

Ｃ
Ｍ
Ｓ
機
能
を
最
新
の
も
の
に
更
新
す
れ

ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
、
プ
ッ
シ
ュ

型
メ
ー
ル
機
能
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
連
携
機
能
な
ど

の
多
く
の
機
能
を
追
加
す
る
こ
と
も
で
き
、

特
に
高
齢
者
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が

簡
単
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
来
年

度
予
算
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

費
用
を
計
上
し
て
、
誰
に
で
も
見
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
改
善
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

来
海
　
音
声
訳
グ
ル
ー
プ
「
こ
だ
ま
」
で

は
、
市
広
報
誌
や
議
会
だ
よ
り
を
録
音
し

て
目
の
不
自
由
な
人
に
届
け
る
活
動
を
続

け
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
声
の
広
報
」

と
し
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ど
な
た
に

も
聞
け
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

企
画
課
長

　収
録
デ
ー
タ
を
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
市

広
報
の
音
声
訳
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
聞
け

れ
ば
「
視
覚
障
が
い
が
あ
る
方
」
、
ま
た

「
子
ど
も
」
や
「
高
齢
者
」
な
ど
に
も
喜

ば
れ
る
と
思
う
の
で
、
今
後
、
音
声
訳
グ

ル
ー
プ
と
の
連
携
を
と
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
設
定
の
準
備
が
で
き
し
だ
い
「
声
の
広

報
」
と
し
て
、
ア
ッ
プ
し
た
い
と
思
う
。

　
 　

第
７
期
介
護
事
業
計
画
に
向
け
て

合志市議会だより
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G q u e s t i o n 一 般 質 問e n e r a l

合
志
市
の
小
中
学
校
を

ま
と
め
た
衛
生
委
員
会
を
！

神
田

　公
司 

議
員

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
対
策
を

松
本

　龍
一 

議
員

安全衛生委員会設置パンフレット

御代志市民センター

神
田
　
本
市
の
10
の
学
校
を
ま
と
め
た
形

で
の
衛
生
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
事
に
よ

り
、
「
衛
生
に
関
す
る
規
定
・
計
画
の
作

成
、
実
行
・
評
価
・
改
善
」
「
衛
生
教
育

の
実
施
計
画
の
作
成
」
「
定
期
健
康
診
断

等
の
結
果
に
対
す
る
対
策
の
樹
立
」
「
長

時
間
労
働
に
よ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
の

防
止
を
図
る
た
め
の
対
策
」
「
労
働
者
の

精
神
的
健
康
の
保
持
増
進
」
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
審
議
員
　
合
志
市
小
中
学
校
で
の
一

括
し
た
衛
生
委
員
会
の
設
立
を
と
い
う
こ

と
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
よ
り
大
規

模
校
、
中
規
模
、
小
規
模
校
で
、
先
生
方

の
業
務
の
状
況
も
違
っ
て
い
る
。
衛
生
委

員
会
の
有
無
に
限
ら
ず
、
教
育
委
員
会
で

取
り
上
げ
て
、
検
討
し
改
善
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

神
田
　
労
働
者
数
が
50
人
未
満
の
事
業
者

は
、
安
全
ま
た
は
衛
生
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
関
係
労
働
者
の
意
見
を
聞
く
た
め

の
機
会
を
設
け
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
は
労
働
安
全
衛
生
規
則
第

23
条
の
２
に
謳
わ
れ
て
い
る
。

教
育
審
議
員
　
50
人
以
上
の
規
模
は
西
合

志
東
小
、
合
志
中
、
西
南
中
の
３
校
。
本

市
の
学
校
教
職
員
労
働
安
全
衛
生
管
理
要

綱
の
中
で
そ
の
学
校
衛
生
委
員
会
の
設
置

に
関
す
る
事
項
を
定
め
て
い
る
。
委
員
会

は
、
産
業
医
１
名
、
そ
れ
か
ら
各
学
校
長
、

教
職
員
６
名
前
後
で
構
成
を
し
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
学
校
で
委
員
会
を
開
い
て
の

対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
事
情
聴
取

等
は
現
在
の
と
こ
ろ
行
っ
て
い
な
い
。

神
田
　
公
務
災
害
を
含
め
て
、
急
ぐ
必
要

が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
を
一
括
し
た
も

の
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
事
情
聴
取
も

含
め
て
、
具
体
的
に
動
き
出
す
べ
き
だ
。

教
育
長
　
先
般
、

組
合
の
先
生
方

と
話
し
合
い
を

持
っ
た
。
今
月

の
校
長
会
で
衛

生
委
員
会
を
開

い
て
ほ
し
い
と

伝
え
て
い
る
。

進
捗
状
況
を
確

認
し
て
い
き
た

い
。

松
本
　
７
月
６
日
、
日
本
と
Ｅ
Ｕ
の
間
で

Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）
の
大
枠
合
意
が

発
表
さ
れ
た
が
、農
業
分
野
の
内
容
と
、本

市
の
農
家
に
与
え
る
影
響
を
ど
う
見
て
い

る
か
。

農
政
課
長
　
本
市
の
農
業
に
関
す
る
主
な

内
容
は
、
乳
製
品
（
ソ
フ
ト
系
チ
ー
ズ
）
、

豚
肉
、
牛
肉
に
対
し
て
低
関
税
で
の
輸
入

枠
（
２
〜
３
万
ト
ン
、
生
乳
換
算
で
30
万

ト
ン
程
）
の
設
定
や
、
長
期
間
（
10
年
〜

16
年
）
か
け
て
関
税
の
削
減
や
撤
廃
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
今
す
ぐ
の
影
響
は
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、
将
来
的
に
輸
入
増
加
、

価
格
低
下
の
恐
れ
が
あ
り
、
農
家
の
生
産

意
欲
が
減
退
し
、
生
産
を
取
り
や
め
る
農

家
が
出
て
く
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。

松
本
　
国
に
対
し
、
国
内
の
農
家
に
配
慮

し
た
慎
重
な
対
応
を
と
る
こ
と
、
国
内
農

業
の
強
化
策
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
推
進
す

る
こ
と
を
要
望
し
て
い
く
べ
き
だ
。

松
本
　
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
開
館
し

て
一
カ
月
た
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
入
場
者

数
と
今
後
の
事
業
計
画
は
。

政
策
課
長
　
入
場
者
数
は
開
館
当
日
、
翌

日
（
日
曜
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
６
０
０
人
程
、

そ
の
後
平
均
し
て
２
６
０
人
程
の
来
場
が

あ
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
地
方
創
生
事

業
と
し
て
行
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
西
合

志
図
書
館
と
の
通
路
の
設
置
等
の
整
備
を

行
っ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

松
本
　
来
場
者
が
増
え
、
駐
車
場
の
拡
張

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
。

政
策
課
長
　
駐
車
場
の
拡
張
や
環
境
整
備

の
必
要
性
は
感

じ
る
が
、
入
り

口
の
築
山
や
、

ロ
ー
タ
リ
ー
部

の
植
え
込
み
等

を
ど
う
す
る
か
、

ま
た
費
用
が
か

か
る
こ
と
な
の

で
財
源
を
ど
う

す
る
か
な
ど
、

今
後
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た

い
。

　

 　マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
現
状

と
今
後
の
事
業
計
画
お
よ
び
御

代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

の
整
備
に
つ
い
て

合志市議会だより
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総
合
防
災
訓
練
と

　
　
　
　学
校
防
災

青
山

　震
災
後
初
め
て
の
防
災
訓
練
。
今

回
は
ど
の
よ
う
な
計
画
か
。
防
災
士
の
役

割
は
。

交
通
防
災
課
長

　訓
練
の
内
容
は
、
市
内

全
域
で
一
次
避
難
所
ま
で
の
避
難
訓
練
実

施
後
、
各
行
政
区
・
自
主
防
災
組
織
に
よ

る
防
災
訓
練
に
移
行
す
る
。
メ
イ
ン
会
場

と
な
る
西
合
志
南
小
学
校
で
は
、
防
災
ヘ

リ
に
よ
る
救
助
訓
練
や
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

取
扱
い
訓
練
等
を
行
う
。
防
災
士
に
は
所

属
す
る
地
区
で
の
活
動
を
お
願
い
す
る
。

ま
た
10
月
14
日
（
土
）
は
防
災
士
を
含
め

た
自
主
防
災
組
織
活
動
講
演
会
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
防
災
士
に
は
平
時
は
防
災
講

習
会
な
ど
で
研
さ
ん
を
積
ん
で
頂
き
、
災

害
時
に
は
地
域
と
連
携
し
た
避
難
誘
導
、

避
難
所
運
営
な
ど
に
携
わ
っ
て
頂
き
た
い
。

青
山

　７
月
28
日
開
催
さ
れ
た
本
市
の
教

育
講
演
会
で
は
、
教
職
員
約
４
０
０
名
を
前

に
、
防
災
士
会
全
国
講
師
の
幸
坂
美
彦
氏
の

講
演
が
あ
っ
た
。
氏
は
、
子
ど
も
達
は
学
校

へ
命
を
持
っ
て
く
る
。
そ
の
命
を
守
る
の
は
、

学
校
で
は
教
職
員
で
あ
り
、
家
庭
で
は
親
で

あ
り
、
通
学
路
で
は
地
域
で
あ
る
。
そ
の
三

者
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
達
の
命
を
守
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
熱
く
語
ら
れ
た
。
教

職
員
の
反
応
は
い
か
が
か
。

教
育
審
議
員

　約
９
割
超
の
教
職
員
が
お

お
む
ね
満
足
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
と
、

●
自
分
の
意
識
の
足
り
な
さ
を
感
じ
た
。

●
自
助
共
助
の
姿
勢
が
自
然
と
出
来
て
い

る
子
ど
も
に
育
て
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

●
防
災
訓
練
の
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ

る
。

●
教
師
が
ま
ず
先
頭
に
立
っ
て
訓
練
し
な

い
と
生
徒
に
は
響
か
な
い
こ
と
が
分
か
っ

た
。

●
子
ど
も
達
が
自
ら
考
え
行
動
で
き
る
力

を
つ
け
て
い
き
た
い
。

　

 　

御代志市民センターで講演をされる幸坂美彦氏

収穫の秋

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
と

地
域
の
課
題

上
田

　欣
也 

議
員

上
田
　
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
地

域
が
克
服
す
べ
き
課
題
を
農
業
者
と
ど
の

よ
う
に
共
有
し
て
い
る
か
。

農
政
課
長

　課
題
は
地
域
営
農
組
織
の
確

保
・
育
成
、
農
業
所
得
の
安
定
、
６
次
産

業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
３
つ
で
あ
る
。

主
に
新
規
就
農
者
向
け
に
今
年
度
か
ら
営

農
指
導
員
を
雇
用
し
、
個
別
面
談
や
現
地

指
導
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

上
田

　本
市
の
総
面
積
53
・
19
㎢
の
35
％
、

18
・
56
㎢
が
耕
地
面
積
で
あ
る
が
、
大
き

く
減
少
し
て
い
る
現
状
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長
　
委
員
会
の
立
場

と
し
て
は
農
地
の
保
全
に
重
き
を
置
い
て

意
識
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
が
、
市
街
化

区
域
と
調
整
区
域
と
の
住
み
分
け
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
農

地
保
全
と
開
発
等

に
よ
る
転
用
の
許

可
に
つ
い
て
農
地

法
に
基
づ
き
適
正

な
対
応
を
行
う
こ

と
が
重
要
な
役
割

と
考
え
て
い
る
。

上
田

　将
来
構
想
の
実
現
に
向
け
て
の
協

議
会
の
現
時
点
で
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

福
祉
課
長
　
今
年
は
８
月
に
作
業
部
会
を

開
催
、
11
月
に
第
４
回
目
の
協
議
会
を
予

定
し
て
い
る
。

上
田
　
今
一
番
の
課
題
は
分
離
新
設
校
予

定
地
の
旧
菊
池
医
療
刑
務
支
所
の
建
物
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
。

福
祉
課
長
　
入
所
者
自
治
会
長
名
で
法
務

省
矯
正
局
長
に
、
獄
舎
等
の
一
部
を
社
会

交
流
会
館
に
移
設
展
示
す
る
こ
と
や
跡
地

に
碑
を
建
立
す
る
と
い
う
要
望
書
も
提
出

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
教
育
委
員
会
も
平

成
33
年
４
月
の
開
校
に
向
け
、
国
の
関
係

省
庁
と
協
議
を
重
ね
進
め
て
い
る
。

上
田
　
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
、
啓
発
に
関

し
て
今
ま
で
の
実
績
は
価
値
あ
る
こ
と
だ

と
思
う
が
、
そ
れ
に
加
え
て
も
う
一
歩
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

人
権
啓
発
教
育
課
長
　
今
年
度
は
映
画

「
あ
ん
」
の
上
映
を
計
画
し
て
い
る
。今
後

も
積
極
的
、継
続
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　
 　

菊
池
恵
楓
園
の
将
来
構
想
の
実
現

教
育
講
演
会
の
幸
坂
氏
の

　
　
　
　
　
　
　  

講
演
に
つ
い
て

青
山

　隆
幸 

議
員

合志市議会だより
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水
道
事
業
民
営
化

　
　
　
　絶
対
反
対
！

齋
藤

　正
昭 

議
員

小
学
校
の
部
活
動
が
廃
止
!?

坂
本

　早
苗 

議
員

建設が進む木原野配水池

齋
藤
　
先
の
国
会
審
議
で
、
水
道
事
業
民

営
化
を
目
指
し
た
水
道
法
改
正
案
が
提
出

さ
れ
継
続
審
議
と
な
っ
た
。
本
市
の
上
水

道
事
業
は
、
経
営
も
安
定
し
て
お
り
平
成

27
年
度
決
算
に
基
づ
く
全
国
水
道
危
険
度

ラ
ン
キ
ン
グ
（
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
で

も
危
険
度
は
全
国
１
２
１
９
自
治
体
の
中

で
１
１
３
４
番
目
と
低
い
位
置
づ
け
で
あ

っ
た
。
熊
本
地
震
で
も
水
道
の
重
要
性
は

実
証
済
で
あ
り
、
民
営
化
に
は
絶
対
反
対

で
あ
る
。
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
長
　
財
政
的
に
は
民
営
化
し
た
ほ
う
が

楽
だ
と
思
う
が
、

市
民
感
覚
や
危

機
管
理
の
観
点

か
ら
、
行
政
が

し
っ
か
り
管
理

し
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
、
民

営
化
の
必
要
は

な
い
と
考
え
て

い
る
。

齋
藤
　
新
設
小
中
学
校
の
校
区
は
決
定
し

た
が
、
通
学
路
も
決
定
し
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。

来
年
１
月
の
校
舎
等
配
置
決
定
を
受
け
て

通
学
路
の
整
備
も
含
め
、
関
係
各
課
と
具

体
的
な
協
議
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

齋
藤
　
校
区
内
の
黒
石
原
地
区
で
は
住
宅

開
発
が
進
み
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
は
生
活

道
路
も
混
雑
し
危
険
な
状
況
で
あ
る
。
幹

線
道
路
に
つ
い
て
も
、
大
雨
時
に
通
行
止

に
な
る
程
冠
水
す
る
所
が
あ
る
。
道
路
整

備
等
は
用
地
買
収
な
ど
時
間
を
要
す
る
が
、

33
年
４
月
の
開
校
に
間
に
合
う
の
か
。

建
設
課
長
　
排
水
計
画
に
つ
い
て
は
、
周

辺
の
開
発
計
画
等
、
将
来
的
状
況
も
勘
案

し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

齋
藤
　
議
会
一
般
質
問
に
対
す
る
執
行
部

答
弁
「
検
討
ま
た
は
研
究
し
た
い
」
の
結

果
に
つ
い
て
、
大
津
町
の
よ
う
に
自
治
基

本
条
例
の
精
神
に
基
づ
い
て
Ｈ
Ｐ
等
で
市

民
に
も
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
実
施
方
法
も
含
め
て
、
他
自

治
体
の
事
例
を
調
査
し
て
い
き
た
い
。

坂
本
　
熊
本
県
教
育
委
員
会
は
平
成
30
年

度
末
ま
で
に
小
学
校
の
部
活
動
を
社
会
体

育
に
移
行
す
る
方
針
を
示
し
た
。本
市
で

は
移
行
の
た
め
の
方
針
・
体
制
は
準
備
で

き
て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長

　「
環
境
整
備
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
７
回
会
議
を
行
っ
た
。

支
援
体
制
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
、
体

育
協
会
、
検
討
委
員
会
の
三
者
で
申
し
合

わ
せ
事
項
を
定
め
た
。

坂
本

　本
年
３
月
の
教
育
委
員
会
で
部
活

動
の
社
会
体
育
移
行
に
つ
い
て
「
広
報
こ

う
し
」
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
た

い
と
会
議
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
周
知

は
で
き
て
い
る
の
か
。
今
年
度
は
検
討
委

員
会
が
一
度
も
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

教
育
長
　
31
年
度
の
完
全
移
行
に
向
け
て

検
討
委
員
会
が
順
調
に
開
催
さ
れ
て
い
な

い
状
況
を
心
配
し
て
い
る
。
指
導
者
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
保
護

者
の
経
済
的
な
負
担
、
送
迎
問
題
な
ど
協

力
・
理
解
を
得
な
が
ら
さ
ら
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

坂
本

　現
在
西
合
志
庁
舎
で
行
わ
れ
て
い

る
女
性
・
子
ど
も
支
援
室
、
高
齢
者
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
生
活
支
援
相
談

セ
ン
タ
ー
（
安
心
サ
ポ
ー
ト
）
な
ど
の
移

転
場
所
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
来
年
度
、
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
改
修

後
福
祉
会
館
の
ス
ペ
ー
ス
に
移
転
を
考
え

て
い
る
。
機
能
が
充
実
し
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
相
談
体
制
に
な
る
。

坂
本

　本
市
の
相
談
体
制
は
と
て
も
充
実

し
て
い
る
が
、
今
回
の
移
転
計
画
に
は
障

が
い
者
の
相
談
窓
口
が
入
っ
て
い
な
い
。

障
が
い
者
の
相
談
窓
口
も
一
緒
に
設
置
で

き
な
い
か
。

福
祉
課
長
　
障
が
い
者
の
相
談
窓
口
は
別

の
場
所
に
あ
る
。
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
に
設
置
で

き
れ
ば
よ
り
充
実
し
た
相
談
体
制
が
確
立

で
き
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
て

い
る
。

　

 　

相
談
窓
口
を
わ
か
り
や
す
く
！

新
設
小
中
学
校
の
環
境
整
備
は

一
般
質
問
検
討
結
果
の
公
表
を
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1447



G q u e s t i o n 一 般 質 問e n e r a l

た
め
池
の

　計
画
的
維
持
管
理
を

澤
田

　雄
二 

議
員

澤
田
　
本
市
に
あ
る
た
め
池
の
数
と
受
益

水
田
面
積
は
。

農
政
課
長

　た
め
池
の
数
は
14
カ
所
、
受

益
水
田
面
積
は
68
h
a
で
あ
る
。

澤
田

　熊
本
地
震
や
集
中
豪
雨
で
の
被
害

状
況
は
。

農
政
課
長
　
現
在
の
と
こ
ろ
熊
本
地
震
や

集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
は
な
い
。

澤
田

　東
日
本
大
震
災
や
九
州
北
部
豪
雨

で
は
、
た
め
池
の
決
壊
に
よ
り
尊
い
命
が

失
わ
れ
る
と
と
も
に
住
宅
や
農
地
の
被
害

が
発
生
し
て
い
る
。
決
壊
し
た
場
合
の
被

害
想
定
や
整
備
計
画
は
。

農
政
課
長
　
集
中
豪
雨
に
よ
る
他
県
で
の

甚
大
な
被
害
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
る
。

た
め
池
の
決
壊
等
被
害
拡
大
も
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
未
然
防
止
を
図
る
こ
と
を
課
題

と
し
て
い
る
。
県

の
農
村
地
域
防
災

減
災
事
業
を
活
用

し
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
を
計
画

し
て
お
り
来
年
度

策
定
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
。

澤
田
　
小
学
校
部
活
動
の
社
会
体
育
移
行

に
つ
い
て
今
後
の
取
り
組
み
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
今
年
度
は
検
討
委
員
会

を
４
回
予
定
し
て
お
り
計
画
に
基
づ
い
て

進
め
て
い
く
。

澤
田
　
体
育
館
や
運
動
場
な
ど
活
動
場
所

は
足
り
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
小
学
校
は
足
り
て
い
る
。

中
学
校
に
つ
い
て
は
運
動
場
の
住
み
分
け

を
し
、
体
育
館
に
つ
い
て
は
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
組
ん
で
対
応
し
て
い
る
。

澤
田
　
中
学
校
運
動
場
な
ど
複
数
の
部
活

動
が
同
時
利
用
す
る
場
合
、
安
全
確
保
の

面
か
ら
予
約
の
入
ら
な
か
っ
た
社
会
体
育

施
設
を
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
社
会
体
育
施
設
は
市
民

誰
も
が
利
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
優
先
規

定
は
な
い
。
申
請
順
で
受
付
を
し
て
お
り
、

部
活
動
で
使
用
す
る
場
合
も
同
じ
扱
い
に

な
る
。
利
用
日
の
２
日
前
ま
で
に
使
用
申

請
が
な
け
れ
ば
空
き
施
設
と
な
る
が
、
施

設
ご
と
に
使
用
状
況
が
異
な
る
た
め
今
後

個
別
に
検
討
す
る
。

　

 　

出分のため池（堤）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　
　
　
　教
育
に
つ
い
て

松
井
美
津
子 

議
員

松
井

　２
０
２
０
年
の
情
報
処
理
技
術
に

優
れ
た
人
材
の
育
成
の
た
め
、
論
理
的
に

考
え
る
力
を
養
う
こ
と
が
目
的
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
審
議
員
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
取
り

組
む
研
究
指
定
校
の
実
践
例
や
計
画
、
指

導
例
を
参
考
に
し
、
教
育
目
標
を
検
討
し

て
本
市
で
も
取
り
入
れ
て
い
く
。

松
井
　
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
の
把
握
と
支

援
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
伺
う
。

高
齢
者
支
援
課
長

　民
生
委
員
や
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の
相
談
業
務
に
よ
り
、

情
報
交
換
し
な
が
ら
家
族
や
社
協
と
連
携

を
取
り
、
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
、
支
援

方
法
を
話
し
合
い
対
応
し
て
い
る
。

松
井

　育
児
と
介
護
を
同
時
に
行
う
、
ダ

ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

高
齢
者
支
援
課
長
　
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
相
談

は
高
齢
者
支
援
課
や
社
協
お
よ
び
女
性
・

子
ど
も
支
援
室
、
安
心
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
等
の
連
携
を
密
に
し
、
相
談
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
し
て
い
く
。

松
井
　
合
志
市
人
権
教
育
研
究
大
会
で
実

際
の
差
別
体
験
に
基
づ
く
歌
を
交
え
て
の

講
演
で
、
市
民
か
ら
の
感
想
を
い
た
だ
い

た
。そ
れ
を
基
に
し
た
今
後
の
啓
発
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

人
権
啓
発
教
育
課
長
　
心
に
訴
え
る
講
演

会
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
市
民
の
要

望
に
応
え
ら
れ
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
啓
発
教
育
を
行
う
。

松
井
　
車
の
最
高
速
度
を
時
速
30
キ
ロ
に

制
限
す
る「
ゾ
ー
ン
30
」の
導
入
に
つ
い
て
。

交
通
防
災
課
長
　
「
ゾ
ー
ン
30
」
は
、
速

度
抑
制
や
、
抜
け
道
の
行
為
の
抑
制
な
ど

を
図
る
生
活
道
路
対
策
で
あ
る
。
行
政
区
、

警
察
、
道
路
管
理
者
な
ど
と
綿
密
な
協
議

を
行
い
な
が
ら
導
入
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
 　

小
中
学
校
部
活
動

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
の
支
援

人
権
問
題

ゾ
ー
ン
30
の
整
備

ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の
対
策

合志市議会だより
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G q u e s t i o n 一 般 質 問e n e r a l

　「菊
池
広
域
連
合
」・「
菊
池
環
境
保
全
組
合
」・「
菊
池
養
生
園
組
合
」
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。市
役
所
以
外
に
も
広
域
的
な
行
政
事
務
を
複
数
の
市
町
村
で
組
合

立
で
効
率
的
に
運
営
す
る
特
別
地
方
公
共
団
体
（
一
部
事
務
組
合
）
が
存
在
し
ま

す
。合
志
市
が
構
成
に
含
ま
れ
る
三
つ
の
一
部
事
務
組
合
の
う
ち
今
回
は
「
菊
池
広

域
連
合
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「菊池広域連合の役割と概要」

「28年度菊池広域連合一般会計決算額」

合志市・菊池市・菊陽町・大津町
管轄面積 約466.6㎢　対象人口 186,320 人（H29.9.30 現在）

・「南消防署、消防本部」（菊陽町原水）
・「北消防署」（菊池市赤星）
・「西消防署」（合志市合生）
・「泉ヶ丘消防署」（合志市豊岡）　

・介護認定審査会の設置及び運営
・無縁仏納骨堂の設置及び管理運営等

主な事業概要

議会構成

構成自治体

広域消防

の４署体制（合計187 名）で域内の消火・
救急・救助防災活動を行っている。

火葬場
菊池火葬場（菊池市木柑子）、大津火
葬場（大津町大津）は火葬業務、使用
料徴収を委託により運営、管理を行っ
ている。

構成４市町からそれぞれ議会議員４名が選出され合計16名で予算決算
及び条例等の議案を審査、議決する。合志市議会からは吉永健司議長・
坂本武人副議長・来海恵子議員・青木照美議員が選出中。

し尿処理
クリーンセンター花房（菊池市木柑子）に
おいて域内の各家庭から排出されたし
尿や浄化槽汚泥等を基準値以下の良好
な水質に処理し、菊池川へ放流を行って
いる他、処理過程で発生する汚泥を堆肥
化し農地に還元している。

その他

歳入総額　24億1,257万円（内合志市負担額　５億７，609万円）
歳出総額　23億 3,121万円（収支額　8,135万円）
基金残高　 ２億６,531万円　　連合債残高　15億3,427万円

野
口

　正
一 

議
員

野
口
　
今
年
４
月
か
ら
事
前
登
録
者
に
お

知
ら
せ
す
る
本
人
通
知
制
度
が
導
入
さ
れ

た
。
就
職
や
結
婚
な
ど
自
由
平
等
に
で
き
、

人
権
を
尊
重
し
差
別
の
な
い
安
心
し
た
生

活
を
守
る
た
め
に
こ
の
制
度
が
で
き
た
と

確
信
す
る
。
市
民
の
方
は
内
容
や
登
録
手

続
き
に
つ
い
て
知
ら
な
い
人
が
多
い
と
思

う
が
。

市
民
課
長
　
平
成
24
年
に
関
東
の
方
で
住

民
票
な
ど
不
正
取
得
を
仲
介
し
て
い
た
者

が
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
あ
り
、
こ
れ
を
機

に
全
国
的
に
本
人
通
知
者
制
度
の
導
入
が

広
ま
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、
住
民
票
な
ど

を
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
際
に
、

登
録
さ
れ
て
い
る
本
人
に
通
知
を
行
い
、

「
不
正
取
得
の
抑
制
」
を
図
る
た
め
の
制

度
で
あ
る
。
登
録
募
集
に
つ
い
て
は
、
今

後
定
期
的
に
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
、
さ
ら
に
窓
口
で
の
啓
発
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
に
よ
る
制
度
の
周
知
を
図
る
。

野
口

　小
中
学
校
の
樹
木
管
理
に
つ
い
て
、

第
一
小
で
は
悪
天
候
時
に
ク
ス
ノ
キ
や
イ

チ
ョ
ウ
の
木
の
影
響
で
校
内
が
暗
い
状
況

に
あ
る
。
ま
た
、
風
が
強
い
時
に
は
ク
ス

ノ
キ
の
古
い
枝
が
落
下
し
な
い
か
心
配
で

あ
る
事
も
含
め
、
樹
木
の
管
理
に
つ
い
て

学
校
・
各
区
長
か
ら
の
要
望
通
り
対
応
出

来
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　
第
一
小
学
校
の
樹
木
管

理
費
も
次
年
度
で
予
算
計
上
す
る
予
定
で

あ
る
。

野
口
　
北
部
地
域
の
人
口
増
と
生
活
利
便

性
の
向
上
を
定
め
た
重
点
区
域
計
画
の
進

展
は
。

ま
ち
づ
く
り
対
策
室
長
　
県
と
協
議
し
事

業
者
が
地
権
者
説
明
会
を
し
て
、
方
針
決

定
後
関
係
課
長
と
協
議
が
始
ま
る
。
事
業

が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

一
部
事
務
組
合
の
紹
介

一
部
事
務
組
合
の
紹
介

本
人
通
知
制
度
の

　
  

登
録
募
集
の
周
知
を

第一小学校のイチョウの木

小
中
学
校
の
環
境
管
理
に
つ
い
て

辻
久
保
地
区
の
住
宅
地
の
開
発

合志市議会だより
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議 会 の 動 き議員参加の主な行事

 　　１０日　議会広報調査特別委員会
 １9日 議会広報調査特別委員会
  第143回地方財政委員会（東京都）

 ２０日 議会運営委員会
  全員協議会
 ２１日 神奈川県平塚市議会より「西合志図書館」について行政視察
 25日 議会広報調査特別委員会
 28日 議会広報調査特別委員会
 31日 全員協議会
  常任委員会
  
 　　２日 新潟県新発田市議会より「子育て支援政策」について行政視察
 9日 議会運営委員会
 10日 熊本県北市議会議長会連絡協議会
 18日 全員協議会
 　 熊本県市議会議長会「熊本県知事との意見交換会」（熊本市）

 22日 議会運営委員会
  第３回（９月）定例会開会
 29日 スマートＩＣ名称に伴う要望活動（熊本市）

 30日 議会広報調査特別委員会

 22日 第３回（９月）定例会閉会
  全員協議会

　
７
月
22
日
（
土
）
御
代
志
地
区

に
あ
る
旧
郷
土
資
料
館
を
改
造

し
、
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し

て
新
た
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
入
場
者
数
は
約
6
0
0

名
で
し
た
。

　
７
月
29
日
（
土
）
に
御
代
志

市
民
セ
ン
タ
ー
に
て
、
市
民
３
７

９
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

人
権
バ
ン
ド
「
し
ん
ゆ
う
」
に

よ
る
„
音
楽
で
人
権
の
大
切
さ

を
伝
え
た
い
“
と
の
公
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　
７
月
22
日
（
土
）
塩
浸
川
と
上

生
川
で
、
川
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い

や
、
雑
草
の
刈
取
り
作
業
が
行
わ

れ
、
約
３
０
０
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　
７
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
よ

り
菊
南
斎
場
に
て
遺
族
会
、
各
地

区
、
児
童
・
生
徒
代
表
等
、
約
１

３
０
名
の
参
加
が
あ
り
戦
没
者

を
追
悼
し
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
８
月
３
日
（
木
）
に
菊
池
恵
楓

園
中
央
広
場
で
開
催
さ
れ
、
多
く

の
市
民
の
参
加
が
あ
り
、
鹿
本
農

業
高
校
の
生
徒
16
名
に
よ
る
山

鹿
灯
篭
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

合
志
市
人
権
教
育
研
究
大
会

マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
式

「
く
ま
も
と
・み
ん
な
の
川
と

海
づ
く
り
デ
ー
」に
伴
う
環
境

美
化
清
掃
活
動

戦
没
者
追
悼
式

菊
池
恵
楓
園
納
涼
盆
踊
り
大
会

花
火
大
会

（７月～９月）

（平成２９年５月～7月）

【7月】

【8月】

【9月】

7月4日
・菊池環境保全組合議会全員協議会
・第１回菊池環境保全組合議会臨時会

・議会行事なし

５月１１日
・菊池地域議会議長会及び議会事務局長合同会議

７月１２日
・菊池広域連合議会運営委員会
・菊池広域連合全員協議会
・第１回菊池広域連合議会臨時会

一部事務組合

菊池環境保全組合

菊池養生園保健組合

菊池広域連合
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月 日 曜 会議名 主な内容

11

27 月 本会議 市長提出議案上程及び説明

28 火
本会議 一般質問29 水

30 木

12

5 火
本会議 質疑、委員会付託

予算決算
常任委員会

全体会
（質疑、各分科会分担付託等）

6 水 常任委員会、
分科会 付託事件の審査等

7 木

12 火
予算決算
常任委員会

分科会長報告、自由討議

18 月 総括質疑、討論、採決

22 金 本会議

委員会報告
（質疑、討論、表決）

議員提出議案
（上程、質疑、討論、表決）

表紙のはなし

　
７
月
22
日
（
土
）
オ
ー
プ
ン

し
た
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
９
月
３
日
に
来
場
者
１

万
人
を
突
破
し
大
変
な
盛
況

で
す
。
平
日
の
午
前
中
は
比

較
的
空
い
て
い
ま
す
。

〒861-1195 熊本県合志市竹迫2140
TEL（096）248-2038　URL www.city.koshi.lg.jp/
発　行／合志市議会　編　集／議会広報調査特別委員会

合志市議会だより  きずな
No.47　2017年11月９日

議会広報調査
特別委員会
議会広報調査
特別委員会

編
集
後
記

編
集
後
記

委 員 長　坂本　武人

副委員長　濱元幸一郎

委　　員　松本　龍一

委　　員　青山　隆幸

委　　員　野口　正一

委　　員　澤田　雄二

　季
節
は
す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
ま
し
た
。
車

を
走
ら
せ
る
と
田
ん
ぼ
に
は
秋
の
風
景
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
爽
や
か
な
季
節
で
す
。

い
ま
か
ら
美
味
し
い
新
米
の
こ
と
を
考
え
る
と

嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　昨
年
は
熊
本
地
震
の
影
響
も
あ
り
思
う
よ
う

に
作
付
け
が
で
き
な
い
農
家
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
少
し
ず
つ
回
復
の
兆
し
も
見
ら
れ
ま
す

が
、
農
業
の
分
野
で
の
復
興
に
は
多
く
の
課
題

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　合
志
市
を
は
じ
め
熊
本
県
は
農
業
が
盛
ん
な

地
域
で
す
。
農
業
が
元
気
に
な
っ
て
こ
そ
、
地

域
の
活
性
化
も
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
合
志
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ

の
分
野
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
決

意
で
す
。

　地
域
を
歩
く
と
、
様
々
な
要
望
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
。
議
員
の
1
番
の
仕
事
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。
そ
し

て
議
会
の
出
来
事
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
で
す
。

　「
議
会
だ
よ
り

　き
ず
な
」
を
通
し
て
、
み

な
さ
ん
に
議
会
の
様
子
を
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
で
き
る
よ
う
、
日
々
研
鑽
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

（
濱
元

　幸
一
郎
）

議会閉会後2回目の委員会を開きます

※日程は、変更になる場合があります。
議会だよりに対するご意見は、合志市議会事務局へ
電話 096-248-1111（代表）  248-2038（直通）
Fax 096-248-2047  メールアドレス gikai@city.koshi.lg.jp

平成２9年第４回定例会日程（予定）

定例会中に1回目の委員会を開催し、掲載内容と担
当者を決めます。

一般質問や常任委員会などの調査報告の原稿、広報
委員が担当する原稿を読み合わせ修正します。レイ
アウト、記事の見出し、使う写真などを決めます。
　　

第３回委員会を開催し、未載の原稿、写真の提出確
認及び第１校の校正後、チェック済み原稿を印刷業
者に提出

第４回委員会を開催。委員全員で原稿を読み合わせ
校正紙のチェック、チェック済原稿を再度業者に提
出

定例会開催の翌々月の第２週の木曜日には、区長便
でみなさんの元に届きます。

第５回委員会を開催。校正紙による最終チェック。
細部にわたる文言の確認

議会だより が届くまで「「
」」

印刷業者に入稿
6日後 初校上がり

3日後 2校

3日後 最終校

6～7日後 納品


